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木 だ よ り ‐
一
繩
壷
縦
締
礦
繩
繩
蠅
華

咽
一
藤
祇
↓
郁
鮴
鵬
鵬
職

年
一
及
び
統
計
城
い
や
調
洗
脳
が
約
迩
百
名

”
悪
織
撫
鱗

昭
予
走
で
、
当
局
唯
房
雄
伽
で
大
竃
と

雇
縣
箪
胤
不
大
会
鐙
勝

ご
鯉
す
沓
垢
に
な
っ
て
い
る
が
、
目
下

嫁
．
わ
瞳
の
袈
領
で
統
計
図
表
を
募
架
塩
で

4月10 （2）日
－

’一

~’
ロ
、
学
生
生
徒
児
竃
の
作
成
函
謹
自

由
二
、
図
表
の
穐
孫
及
び
枚
数

イ
、
直
斤
模
澁
紙
の
四
六
剣
へ
二
・
六

尺
×
三
・
六
尺
）
と
す
る
。

統
計
図
塞
募
栗
翌
緬

イ
、
市
町
村
並
び
に
剛
体
満
公
衞
の
作
一
一

一
、
図
狸
の
内
容

一

成
凶
衣
郡
市
町
村
並
び
に
嗣
体
宮

公
補
の
全
般
に
慨
す
》
③
も
の
一
。
一
一

工
、
漢
臘
値
進
ａ
Ｅ
ｊ
・
腹
庇
到
更
司
’
一

あ
る
。

来
る
五
月
一
日
、
二
日
に
背
森
喚
統
討

協
会
末
朧
で
、
露
六
向
青
森
曝
統
討
大

Ｉ
‐
’
二
一
三
一
二
ｑ
ｌ
ｊ
Ｌ
三
三
畠
、
Ｉ
Ｉ
Ｌ
三
三
言
、
Ｉ
Ｉ
Ｌ
一
二
二
一
二
一
勺
Ｉ
Ｉ
Ｌ
三
三
三
、
１
ｌ
ｂ
言
三
三
丁
Ｉ
Ｉ
Ｌ
言
三
三
丁
ｊ
Ｉ
ｈ
三
三
三
、
Ｉ
Ｉ
Ｌ
言
三
三
句
Ｉ
Ｉ
Ｌ
言
二
三
一
Ｔ
Ｉ
ｌ
Ｌ
言
冒
昌
Ｔ
ｊ
Ｉ
Ｌ
三
三
三
７
Ｉ
Ｉ
Ｌ
三
三
三
Ｔ
Ｉ
ｉ
ｈ
三
三
三
号
ｊ
Ｉ
ｂ
三
三
冒
可
Ｉ
Ｉ
Ｌ
冒
昌
三
７
１
ｌ
ｂ
三
三
三
勺
Ｉ

ｐ
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４
、
〃
ｕ
、
夕
■
Ｑ
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〃
■
、
▼
の
■
ｑ
■
〃
■
▼
旬
■
一
己
″
″
且
？
△
二
Ｑ
ｐ
Ｂ
げ
●
■
■
■
、
■
■
も
Ｄ
″
■
、
■
。
■
■
〃
Ｕ
、
■
句
◆
西
口
〃
囲
い
４
０
。
■
■
Ｆ
Ⅱ
Ｌ
Ｂ
０
Ｑ
Ｉ
ｆ
ｕ
ｑ
■
ｌ
ロ
ー
″
０
瓜
込
。
■
ｅ
’
一
ク
■
、
■
〃
●
９
皇
■
Ｅ
Ｐ
Ｐ

■
〃
ｑ
、
今
●
一
、
■
Ｆ
■
凸
■
』
■
、
■
〃
０
■
ゆ
。
■
一
■
■
ｒ
６
■
●
ｂ
Ｕ
も
■
■
？
。
■
タ
グ
Ｌ
も
■
け
り
●
』
″
■
Ｅ
も
戸
○
む
ゅ
〃
Ｆ
Ｌ
Ｕ
■
ｒ
Ｉ
■
ａ
Ｉ
Ｂ
Ｑ
■
夕
、
込
巳
ｑ
０
ａ
Ｕ
け
Ｆ
且
ひ
わ
も
邑
込
ロ
グ
Ⅱ
も
む
？
巳
■
亙
口
口
早
。
。
■
■
、
〃
▼
・
寺
凸
〃

一

ノ、

惠三二
’

一
ロ
、
師
は
減
枚
以
内
、
町
村
瓶
公
禰
は
一
二
枚
以
内
、
学
校
は
制
限
を
し
な
恥

：一子一一詞,■

月

H1I

全
ハ

所
金

使用科町内大人250ILI/j,人200H町外大人5001｣iノj,人4(nILritII
堂住宅使用料5戸分一戸1,"0H1Iカ月分82,500H

⑨手数料、ノ14う.70097，60049,'00

6、国廊支出金7,"3,3104,409,655,3,093'655.
①国庫鍾担金300,000380,0(ル80,000
②国庫補助金7,203,3104,0”,65う3,173,655

産業経済識国庫負担金300,0伽門国王J.林野所在町村交付金120,000

1部公営住宅建築補助金1,763,M)円保育斫措瞳痩補助金1,020,3

10脚中学校辨堂建築賀補助金3,1",000円蒔田/}､学校建築椴袖

即金1，1刃,0側門且

7、曝支出金／1,070,0601,”､47727,417
①県負担金18，78013，帥04,9釦

②県輔助金1,051,2釦1,昭3,67732,397

保育所措麗澱舗助12T,530円季節保育折袖助66,OOOI-Lj県知躯選

挙費補助金露,000円農地交換分合盛補助金64,000門結核予防蜜

補助67,320門営醍黄金損失補臓分利子補給金668,430門

8，寄附金1帥,200200100,000

9，堀越金1,0001，Ⅸ〕0，

10､曇収入80,00010,M70,0(m
11,町便6,113,2005,750,M0360,000
公営住宅建築霊充当使663,ml｣J中学校屋内体建築種充当便3,1､)
噸円蒔田小学…築稜充当侭2,300,(MIFJ

趣入合計35,100,160Z9,414,4595,685,721

録 、出
款．ェ翼本年度予算額前年度予算額比．、減較埴

1，識会、露761,350820,i"58,840
2，役湯我7,685,5126,707,646977,866
3睡誓察滴滴蜜1,"6,6079",157298,450
4心土木蚕60う,側05劃,380易3,620
5、教育蜜13,360,3768,081,2085,278,168
①教育委員会識419,280394,80024,480
②金木ﾉl､学稜変％3,430773,760189,670
③〃1倉小学校蚕4",910401,02037,8"

④莞田小学校喪銘8,3”弧6,22842,102
⑤金木中学ｲ霊8％,376659,7卯、177,586
⑥商等学校負担金4d),000460,000'
⑦社会教育変101，000－78,30022,700
⑧堂繕′饗9,750,0m5,000,0004,750,000
金木中学校屋内体操場6,知,0帥円箇田ﾉﾉ,f箕擬建築捜3,450,000円
6，社会労働施設種4,972,6107,691,0002,718,390
①民生委良会蜜37,20023,60011,"O
⑨稲祉窪護愛35,M37,4002,400

肇繍"凝議,,,"M:畷渇伽3'1%'200
量撫難瞳び息鯛畷,"｡"，

100,000

ハ瞳趣話架設種14,30014,X)()
侭育所趣話梨弦徴14,300門

二、保育所新築穀3,4()fj,0(J0-3,4bJ,(jOO
④公國後1ZJ,5(Xj1O0,"020'5(jO
⑤保育所我1,477,1101,123,U(ﾉ0349,ilO
⑥季節保麓所徴99,0E)(j93,(〃リ
7，保鍾衛生讃418,640439,37320,693
8，産難経済識2,12Z,03J1,318,760803,290

溌率農瀞痩,1,11'3,37J97､3,76')134,610

．:騨薫動ﾙ鯛，"",鋤"、
IO、統酎･鰯査毅109,0()054'()()O'55'000

11､薑挙晶塞窩’63.8う0←2":,s｡52'35066,1う(）
①会撰

蕊曇り謡”
565，”0円

②利・子"1,526,8841,316,869200,015
26年度地方公共団体386,7う0円27年度地方公共団体65,000円27
年浜溝防ポンプ65,0”円公営住宅19，500円保育所19,500門
蒋田小…97,兜0円金木高等学鮫105,120PJ
③一時借入金利子180,000120,000“,000
13，諸支出金6",480･279,379381,101
（内）広報蜜100,帥0100,0㈹

'4b瞬騨;:::W,93'00020,000!53'"0
②賭種20,0"175,000153'000
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ハ
、
標
題
技
ぴ
図
の
と
り
か
た
は

と
す
る
。

’
三
、
挫
州
期
川

一
標
題
提
出
至
總
・

図
表
提
出
四
月
二
十
三
日

一
四
撫
雛
溺
部
騨
課
図
斎

五
、
優
秀
図
狸
の
辮
鉦

入
所
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
圭
一

で
家
庭
生
活
の
中
に
、
モ
だ
っ
て
こ
ら
－

れ
た
お
子
識
が
、
今
匪
は
多
く
の
友
逮

と
の
社
会
生
活
の
中
に
入
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
今
ま
で
の
生
酒
』
は
ち
が
っ
て
向
分
勝

手
や
、
一
人
だ
け
の
生
活
は
で
き
な
く

な
り
、
小
さ
い
『
社
会
』
の
一
い
と
な

っ
て
、
、
共
同
の
生
活
を
す
る
の
で
す
か

ら
、
こ
の
意
味
を
理
解
さ
れ
て
、
所
の

保
育
に
御
協
力
の
程
を
願
い
ま
す
。

保
育
は
小
学
校
へ
の
入
学
鋲
臓
で
は
あ

幽
霊
澱
嘩
窯
蕊
一

1階'1

I

I

ロ
《
１ 一

り
か
た
は
任
意
一

十
分
に
さ
せ
て
、
伸
び
伸
び
と
子
洪
を

育
て
る
一
」
と
で
あ
り
ま
す
。

｜
、
畳
の
会
に
つ
い
て
越

母
の
会
に
は
是
非
御
出
鯖
下
さ
い
。
幼

児
の
教
育
は
所
と
家
庭
（
お
母
さ
ん
）

と
の
提
蝉
に
よ
ら
な
戯
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
母
の
会
に
は
必
ず
時
閥
に
お
い
で

下
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
亜
要
な
相
鱗
、
お

子
雛
の
こ
と
に
つ
い
て
の
鰯
し
合
い
、

彌
軍
義
な
お
話
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
一
、
入
所
前
の
注
意
。

１
，
・
保
が
所
に
親
密
感
を
も
た
せ
る
こ

と 帝
森
県
統
針
協
会
に
お
い
て
霧
迂
委

幽
会
な
股
け
て
霧
壷
す
る
。

六
、
衣
彰

躍
秀
凶
衣
作
成
川
村
お
よ
び
宮
公
術

（
ま
た
は
個
人
）
学
按
（
ま
た
は
個

人
）
な
五
円
一
日
に
北
郡
金
木
町
に

お
い
て
開
伽
の
、
青
森
隈
統
計
大
会

に
お
い
て
表
彰
す
る
。

傑
行
所
を
だ
し
に
し
て
子
供
か
一
お
ど
一
二
一
、
入
所
直
磁
の
注
童

の

に
か
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
ぜ
ん
。
た

”
・
ど
・
・
・
・
凸
面
麺
Ｆ
Ｍ
一

の
し
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
観
念
諺
も

た
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

２
、
持
ち
も
の

ハ
ン
カ
チ
、
鼻
紙
は
毎
日
も
た
せ
て

下
さ
い
。
そ
の
他
、
も
ち
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
で
も
全
部
名
加
を
平
仮

名
で
霧
い
て
お
い
て
下
さ
い
。

３
、
友
達
を
つ
く
る
こ
と

近
所
か
ら
行
く
友
達
が
あ
っ
た
ら
な

る
べ
く
、
最
初
か
ら
友
連
と
な
じ
ま

せ
て
友
達
と
一
緒
に
く
る
よ
う
に
指

導
し
て
下
さ
い
。

⑨
町
畿
局
で
は
封
円
町
毘
一
般
、
殊
に

学
生
、
生
徒
、
児
童
繩
計
鯛
査
凰
と

泊
多
数
御
参
観
さ
れ
る
こ
と
を
認
ん

で
い
る
。

【
写
璽
Ｉ
会
塩
と
な
る
金
木
小
学
２

全
景
】

一一

ろ
し
い
。
友
遮
と
一
締
に
来
ら
れ
る
一

１
、
附
添
い

附
添
い
は
で
き
る
だ
け
な
い
方
が
よ

鵬
洸
縣
肺
蝿
剛
樋
一

｝
「
Ｊ
吟
９
０
仏
ｖ
｝
『
“
マ
・
口
櫛
β
１
月
胃
可
ｊ
／
ク
グ
当
一

少
泣
い
て
も
あ
と
は
先
生
に
ま
か
せ
一

て
麓
い
て
子
供
の
す
き
を
姑
て
引
き
一

上
げ
る
の
が
よ
ろ
し
い
。

４
、
共
同
生
祇
に
な
れ
な
い
子

末
っ
子
と
か
一
人
子
と
か
父
は
今
ま

で
友
逆
同
志
で
遊
び
つ
け
な
い
子
供
↑

は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
べ
ず
に
ぐ
一

ず
る
こ
と
が
あ
り
よ
す
が
、
擬
姉
と
一

蝿
》
澱
Ｌ
纈
馳
畷
遮
と
一

四
、
入
所
後
の
注
恵

１
、
通
知
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
通
巡
秘
母
の
会
の
鱈
に
一

下
さ
い
。
子
供
の
依
緬
心
を
つ
く
ら

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

２
、
離
飢
な
い
Ｆ
供

最
初
が
肝
心
で
す
。
初
め
か
ら
つ
き

そ
っ
て
、
所
内
に
人
っ
て
、
世
祇
を

し
ま
す
と
い
つ
ま
で
も
こ
う
し
て
く

れ
る
も
の
だ
と
思
い
こ
ん
で
、
あ
ま

え
ま
す
。
門
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
ら

さ
っ
と
酬
菩
あ
げ
て
お
締
り
く
だ
さ

い
。

３
、
泣
く
子
供

中
に
は
泣
く
子
供
も
あ
り
袋
す
が
、

泣
く
か
ら
と
い
っ
て
御
擢
蝿
を
と
っ

て
は
い
つ
ま
で
も
離
れ
ま
せ
ん
。
少

’

｜

塾

4， ３
、
硝
侭
の
と

接
傑
湾
所
の
方
へ
お
間
合
罹
万
含
い
｛

２
、
お
弁
当

お
弁
当
砿
当
分
礫
り
ま
せ
ん
。
な
れ

る
ま
で
お
昼
ま
で
に
い
た
し
ま
す
。

寸
秒
い
肪
手
な
こ
と
な
い
う
こ
と
力

あ
り
、
抄
し
、
所
の
生
活
に
あ
き
が

く
る
と
登
所
を
い
や
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
に
子
供
に
ま

け
な
い
で
脈
に
興
味
を
も
た
せ
る
よ

う
、
う
ま
く
出
席
さ
せ
て
下
さ
い
。

５
、
欠
席
に
つ
い
て

一
座
の
氷
席
は
坐
い
欠
席
の
華
に
な

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
欠
幡
き
せ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

賑
す
か
、
ま
た
は
で
き
る
だ
け
苦
い
一

た
も
の
に
し
て
お
し
ら
せ
す
る
こ
と
－

に
し
て
い
ま
す
。
子
供
さ
ん
の
口
か

ら
の
誰
に
は
塒
均
間
速
い
が
あ
り
ま

す
か
ら
お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
ら
庇
一

接
保
湾
所
の
方
へ
お
間
合
ぜ
万
鼠
一

、
お
弁
当

お
弁
当
に
な
る
蹄
に
依
御
通
知
申
し

上
げ
ま
す
。

金
木
町
那
合
琶
年
圃
没
員

（
四
月
四
日
選
任
）

団
姪
花
田
一

刷
圃
狸
加
藤
卓
治

〃

新
岡
千
代
志

、へ便と
WIII"-､

員上狩篭

脚
分
一
人
で
行
け
ゐ
よ
う
に
す
る
こ

il
d

、．

洲
に
落
ち
な
い
二
と

供
は
勝
手
な
こ
と
を
い
う

り
、
抄
し
、
所
の
生
活
に

れ
か
ら
一
壷
桝
の
塒
に
必
ず
用

』
大
腿
）
が

I

し、
⑭

」
て
か
ら
蛎

卓
治

代
志
一 一

｜’
’一

昭
和
豹
年
産
金
木
町
歳
入
威
出
予
扉
百
分
比
翌

、

威人式典我20,“0円
③行政諮問鰭雷1M,000180'"0
脂、予備種知,0”3(犯,000
波出合計35,100,16029,414,4395,685,721 一
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一
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